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七
月
八
日
（
金
）
〜
九
日
（
土
）、

四
月
の
新
入
社
員
研
修
会
に
引
き

続
き
、
群
馬
パ
ー
ス
学
園
・
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
高
山
を
会
場
に
、「
新

入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
」を
開
催
。

二
十
一
社
よ
り
四
十
四
名
、
経
営
者

を
含
め
て
約
八
〇
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

一
日
目
は
、「
三
ヶ
月
間
の
振
り

返
り
」
を
は
じ
め
、
外
部
講
師
を
招

い
た
「
礼
儀
挨
拶
徹
底
研
修
」
に
よ

る
基
本
行
動
の
確
認
、
挨
拶
や
返
事

の
修
得
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
各
社

で
練
習
を
重
ね
、
実
際
の
商
品
・
製

品
や
画
像
を
使
う
な
ど
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
の
「
会
社
Ｐ
Ｒ
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、「
会
社
の
仕
組
み
、

実
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
と

合
わ
せ
、
定
期
的
に
学
ん
だ
こ
と
を

見
返
し
な
が
ら
仕
事
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

［
経
営
者
］

○
成
功
も
失
敗
も
体
験
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
。失
敗
の
原
因
を
振
り
返
り
、

具
体
的
な
解
決
方
法
を
示
し
て
く
れ

る
素
晴
ら
し
い
内
容
と
感
じ
た
。

○
経
営
者
側
と
し
て
参
加
し
た
が
、

研
修
生
以
上
に
勉
強
に
な
っ
た
。
学

ん
だ
こ
と
を
社
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、自
社
の
発
展
に
役
立
て
た
い
。

在
に
な
り
た
い
。

○
疲
れ
ま
し
た
（
笑
）。

但
し
、
単
純
に
疲
れ
た
だ

け
で
な
く
、
達
成
感
も
得

ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ

た
の
で
、
参
加
で
き
て
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。

○
自
分
で
気
づ
く
た
め
の

キ
ッ
カ
ケ
を
た
く
さ
ん
貰

い
ま
し
た
。
そ
の
気
づ
き

を
実
際
に
行
動
に
移
せ
る

よ
う
に
日
々
の
業
務
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
春
の
研
修
会
が
仕
事
に

生
か
せ
て
い
な
い
こ
と
を

仕
事
の
仕
組
み
」（
グ
リ
ン
リ
ー
フ
・

澤
浦
氏
）、「
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」（
兼
希
工
業
・
瀧
澤
氏
）
と

題
し
た
、
経
営
者
の
熱
の
こ
も
っ
た

講
義
を
基
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
最
後
に
研
修
内
容

を
総
括
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」

を
通
し
て
、
組
織
の
あ
り
方
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー
ト

＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を
左

記
に
掲
載
し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○
ま
だ
会
社
の
利
益
に
貢
献
す
る
の

は
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
早
く
会
社
に
必
要
と
さ
れ
る
存

新入社員フォロー研修会新入社員フォロー研修会

社員と経営者が共に学び合う！社員と経営者が共に学び合う！社員と経営者が共に学び合う！
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橋
区
立
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
る
中
嶋
修
氏
の
講
演
、
そ
し
て

「
若
者
が
輝
く
企
業
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
群
馬
同
友
会
代
表
理
事
・ 

㈱

山
岸
製
作
所
の
山
岸
良
一
社
長
に
よ

る
体
験
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
氏
の
講
演
・
報
告
を
受
け
て
の

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
各
県
の
現
状

課
題
と
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
・

企
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
合
い
、
実
り
多
い
交
流
の
場
と
な

　

六
月
二
十
四
日
（
金
）
〜
二
十
五

日
（
土
）、
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

を
会
場
に
「
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
同
友
会
で
は
理
事
・
支
部
役
員

を
対
象
に
し
た
「
役
員
研
修
会
」
と

位
置
づ
け
て
合
流
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
一
都
八
県
、
中
同
協
を
合
わ
せ

て
四
十
四
名
。

　

当
日
は
「
地
方
創
生
の
現
状
と
地

域
活
性
化
の
課
題
」
と
題
し
て
、
板

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、

前
回
の
代
表
者
会

議
で
報
告
者
を
つ

と
め
た
澤
浦
彰
治

代
表
理
事
（
グ
リ

ン
リ
ー
フ
社
長
）

が
歓
迎
の
挨
拶
。

新
た
な
顔
ぶ
れ
を

交
え
て
時
間
の
許

す
限
り
語
り
合
い

ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
に
は
オ
プ

シ
ョ
ン
企
画
と
し

て
「
世
界
遺
産
・

富
岡
製
糸
場
見
学

会
」
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

移
や
特
徴
・
課
題
な
ど
を
説
明
。
ま

た
、
昨
年
八
月
に
父
か
ら
事
業
承
継

し
た
㈲
齊
藤
鈑
金
に
つ
い
て
、「
自

動
車
部
門
は
現
会
長
の
影
響
も
あ

り
、
な
か
な
か
大
き
な
方
針
転
換
が

で
き
て
い
な
い
。
自
分
が
で
き
る
の

は
売
上
と
資
金
繰
り
を
少
し
で
も
良

く
す
る
こ
と
」
と
語
り
、
ま
だ
ま
だ

思
い
通
り
の
経
営
が
で
き
て
い
な
い

現
状
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
制
約
が
あ
る
な
か
に

あ
っ
て
も
、
昨
年
十
月
に
は
㈲
齊
藤

鈑
金
の
自
転
車
事
業
部
を
開
始
。
ま

た
、
本
年
六
月
か
ら
保
険

専
業
の
代
理
店（
別
会
社
）

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
齊

藤
氏
。「
な
ぜ
税
理
士
が

多
角
化
な
の
か
？
」
の
問

い
に
答
え
る
形
式
で
、
自

動
車
・
保
険
・
自
転
車
の

各
事
業
に
取
り
組
む
理
由

や
意
味
、
単
独
で
は
生
み

出
せ
な
い
相
乗
効
果
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
何
よ
り
も
驚

か
せ
た
の
は
、
兄
二
人
・

姉
一
人
、
そ
し
て
齊
藤
氏

の
兄
弟
四
人
が
各
事
業
を

担
っ
て
い
る
点
。「
色
々

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

in
群
馬

桐
生
支
部
６
月
例
会

単
独
で
は
生
み
出
せ
な
い
相
乗
効
果

単
独
で
は
生
み
出
せ
な
い
相
乗
効
果

単
独
で
は
生
み
出
せ
な
い
相
乗
効
果

　

六
月
二
十
二
日
（
水
）、
桐
生
プ

リ
オ
パ
レ
ス
を
会
場
に
「
桐
生
支
部

六
月
例
会
」
を
開
催
。
同
支
部
所
属

の
齊
藤
学
税
理
士
事
務
所
、
代
表
・

齊
藤
学
氏
が
報
告
者
を
務
め
、「
税

理
士
が
挑
戦
す
る
多
角
化
経
営
〜
単

独
で
は
生
み
出
せ
な
い
相
乗
効
果
と

は
!?
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経

営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

齊
藤
氏
は
簡
単
な
自
己
紹
介
に
続

き
、
自
身
が
代
表
を
務
め
る
税
理
士

事
務
所
、
㈲
齊
藤
鈑
金
（
自
動
車
・

保
険
・
自
転
車
事
業
部
）
の
業
績
推

と
大
変
な
面
も
あ
る
が
、
兄
弟
が
い

た
か
ら
こ
そ
出
来
た
多
角
化
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
て
い
く
た
め

に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
だ
け
」
と

語
り
、
事
業
に
お
け
る
相
乗
効
果
は

も
ち
ろ
ん
、
兄
弟
に
よ
る
相
乗
効
果

が
絶
大
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し

た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
で
実
践
す

る
相
乗
効
果
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
発

想
の
転
換
が
物
事
を
結
び
付
け
る
」

「
営
業
力
の
観
点
か
ら
も
多
角
化
は

有
効
な
手
段
」「
組
み
合
せ
次
第
で

多
く
の
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
年
初
の
支
部

例
会
で
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
た
「
兄

弟
（
同
族
）
経
営
」
に
つ
い
て
も
、

齊
藤
氏
の
報
告
を
受
け
て
活
発
に
語

り
合
い
ま
し
た
。
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シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
視
察
の
様
子
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

前
田
氏
が
プ
レ
ゼ
ン
し
た
事
業
内

容
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
、
パ
ー
ム
オ
イ
ル
工
場

の
排
水
汚
染
と
石
炭
燃
焼
に
よ
る
大

気
汚
染
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

で
す
。
大
手
企
業
が
多
額
の
研
究
費

を
費
や
し
成
し
得
な
か
っ
た
同
事

業
を
成
功
さ
せ
た
背
景
に
あ
っ
た

　

六
月
二
十
八
日
（
火
）、
沼
田
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
沼
田
支
部
六

月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

の
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
で
大
賞
を
受
賞
し
た
㈱

前
田
設
備
・
前
田
善
成
氏
が
「
み
な

か
み
か
ら
〝
世
界
〟
を
変
え
る
！
〜

や
れ
ば
で
き
る
！
を
伝
え
た
い
〜
」

と
題
し
、
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
内
容
と

解
説
、
ア
ワ
ー
ド
後
の
ア
メ
リ
カ
・

の
は
、
ま
さ
か
の
失

敗
と
、
地
方
で
の
生

活
の
知
恵
、
そ
し
て

交
渉
力
と
覚
悟
で
し

た
。

　
「〝
中
小
企
業
こ
そ

社
会
問
題
を
解
決
す

る
技
術
を
持
っ
て
い

る
〟
と
い
う
こ
と

を
、
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
手

段
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ａ

の
応
募
に
踏
み
き
っ

た
」
と
語
る
そ
の
口

調
か
ら
は
、
中
小
企

業
家
の
自
信
と
確
信

が
感
じ
取
れ
ま
し

た
。

分
か
れ
て
い
ざ
工
場
内
へ
。
中
台
常

務
と
坂
本
課
長
補
佐
の
案
内
を
頼
り

に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
選
別
場
・
蛍
光

灯
破
砕
機
・
発
泡
溶
融
機
・
木
く
ず

粉
砕
機
・
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
機
な
ど
を
順

を
追
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。
３
Ｓ
が

行
き
届
い
た
工
場
内
の
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
た
参
加
者
は
、
産
業
廃

棄
物
処
理
場
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

一
変
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

多
種
多
様
な
マ
テ
リ
ア
ル（
原
材
料
）

を
展
示
販
売
す
る
「
モ
ノ
：
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
」
も
興
味
深
く
見
学
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
会
議
室
に
移
動
し
て
中

台
常
務
が
経
営
体
験
を
報
告
。
廃
棄

物
処
理
業
界
の
現
状
や
課
題
、
同
社

が
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
顧
客
と
の

本
質
的
な
関
係
づ
く
り
な
ど
を
熱
く

語
り
ま
し
た
。

沼
田
支
部
６
月
例
会

み
な
か
み
か
ら
〝
世
界
〞
を
変
え
る
！

み
な
か
み
か
ら
〝
世
界
〞
を
変
え
る
！

み
な
か
み
か
ら
〝
世
界
〞
を
変
え
る
！

伊
勢
崎
支
部
６
月
例
会

見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
る
！

見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
る
！

見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
る
！

　

伊
勢
崎
支
部
六
月
例

会
は
「
会
社
見
学
例

会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
見
学
先
と
な
っ
た

の
は
、
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
業
の
㈱
ナ
カ
ダ

イ
（
取
締
役
常
務
・
中

台
啓
一
氏
／
伊
勢
崎
支

部
会
員
）。
リ
サ
イ
ク

ル
率
九
〇
％
以
上
を
誇

る
処
理
工
場
を
隅
々
ま

で
回
り
、
金
属
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
様
々
な

廃
棄
物
を
手
作
業
で
分

別
す
る
様
子
や
、
大
型

機
械
で
破
砕
す
る
様
子

を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

榎
原
支
部
長
の
開
会

挨
拶
に
続
き
、
二
班
に
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元
来
、
障
害
者
雇
用
に
対
す
る
特

別
な
思
い
は
な
か
っ
た
阿
久
戸
氏
。

し
か
し
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上

に
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、「
経
営
指
針
書
に
障
害
者
雇
用

に
取
り
組
む
方
針
を
入
れ
た
」
と
言

い
ま
す
。
そ
の
後
、
学
校
見
学
会
な

ど
を
通
し
て
社
員
の
理
解
を
醸
成

し
、
計
三
回
に
及
ぶ
職
場
実
習
を
経

て
、
新
卒
採
用
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

精
密
研
削
加
工
の
㈱
ア
ミ
イ
ダ
、

代
表
取
締
役
・
阿
久
戸
洋
希
氏
（
太

田
支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
障

害
者
雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み
と
現

在
（
い
ま
）
〜
今
後
の
採
用
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

今
春
よ
り
太
田
高
等
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
を
正
社
員
と
し
て
採
用
し
た

経
緯
と
、
そ
の
後
の
様
子
を
語
り
ま

し
た
。

ま
た
、
採
用
か
ら
の
約
二

ケ
月
を
振
り
返
り
、
社
内

に
お
け
る
様
々
な
成
果
、

本
人
の
急
激
な
成
長
ぶ
り

な
ど
を
紹
介
。
そ
の
表
情

か
ら
は
喜
び
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
障
害
者
雇

用
」「
採
用
活
動
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
働
く

意
味
、
雇
用
の
意
味
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

「
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
社
員
を
受
け
入
れ
る

体
制
づ
く
り
が
大
事
」
な

ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

高
崎
支
部
６
月
例
会

障
害
者
雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
者
雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
者
雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み

前
橋
支
部
６
月
例
会

恒
例
の
座
禅
例
会

恒
例
の
座
禅
例
会

恒
例
の
座
禅
例
会

研削加工のワンストップショッピング
円筒研削・内面研削・成形研削・プロファイル研削

株式会社 アミイダ
〒373-0806 群馬県太田市龍舞町4645

TEL / 0276-30-3570  FAX / 0276-30-3575
URL / www.actpg.co.jp

伸
び
た
と
は
い
え
集
合
時
間
は
薄
暗

く
、
お
寺
の
厳
か
な
雰
囲
気
が
一
層

引
き
立
ち
ま
す
。

　

同
支
部
所
属
、
如
意
寺
・
村
田
住

職
の
説
法
と
座
禅
の
説
明
を
受
け
、

般
若
心
経
を
全
員
で
唱
え
る
と
、
い

よ
い
よ
座
禅
が
始
ま
り
ま
す
。
会
場

は
静
け
さ
に
包
ま
れ
、
聞
こ
え
て
く

る
の
は
自
分
の
呼
吸
、
警
策
に
打
た

　

前
橋
支
部
で
は
、
六
月
二
十
日

（
月
）、「
座
禅
を
通
じ
て
環
境
変
化

を
考
え
る
」
と
題
し
、
前
橋
市
上
泉

町
の
寶
禅
寺
を
会
場
に
、
毎
年
恒
例

の
座
禅
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
申
し
込

み
も
増
え
る
本
例
会
。
梅
雨
時
期
の

ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
湿
気
、
今
に

も
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空
、
日
が

れ
、
姿
勢
を
直

し
衣
服
が
擦
れ

る
音
な
ど
、
普

段
の
生
活
で
は

気
に
も
留
め
な

い
よ
う
な
音
ば

か
り
で
す
。

　

座
禅
終
了
後

に
は
「
わ
が
社

に
と
っ
て
の
雨

は
何
か
？
傘
は

な
に
か
？
」
の

テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

ス
ッ
キ
リ
し
た

心
で
臨
む
グ

ル
ー
プ
討
論
は

ひ
と
味
違
っ
た

事
で
し
ょ
う
。
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六
月
二
十
三
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
太
田
支
部
例
会
は
、
二
年
ぶ
り

と
な
る
「
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

太
田
支
部
６
月
例
会

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

同
友
会
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
、
三

つ
の
目
的
の
タ
テ
と
同
友
会
バ
ッ
ジ

が
贈
ら
れ
た
後
、
対
象
者
五
名
が
自

己
紹
介
と
会
社
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
、
Ｐ

Ｃ
ス
ク
ー
ル
の
運
営
な
ど
を
行

うY
's.com

・
須
藤
氏
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ

り
、
各
企
業
の
Ｈ
Ｐ
閲
覧
数
は

ス
マ
ホ
か
ら
が
圧
倒
的
に
多
い

現
状
か
ら
「
携
帯
端
末
向
け
サ

イ
ズ
へ
の
自
動
変
換
な
ど
、
企

業
側
の
対
策
が
必
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。
そ
ば
粉
の
製
粉
、
そ

ば
処
「
竹
林
」
を
経
営
す
る
㈱

ダ
イ
コ
ー
・
齋
藤
氏
は
、
そ
ば

店
開
業
の
経
緯
や
、
モ
ン
ゴ
ル

で
の
そ
ば
の
栽
培
な
ど
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
参
加
者

を
驚
か
せ
ま
し
た
。
篠
原
労
務

管
理
事
務
所
・
篠
原
氏
は
、
子

育
て
を
し
な
が
ら
夫
の
経
営
す

る
同
事
務
所
で
働
く
事
で
「
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
目
が

向
く
よ
う
に
な
っ
た
。
各
企
業

の
労
働
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
加

工
、
電
装
品
配
線
・
組
立
な
ど

　

渋
川
吾
妻
支
部
は
六
月
二
十
一

日
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね

た
新
会
員
歓
迎
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
四
〇
周
年
の
際
に
制
作
さ

れ
た
同
友
会
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映

し
、
同
友
会
の
概
略
を
も
う
一
度
確

認
。
そ
の
後
「
同
友
会
で
学
ん
だ
こ

と
」
と
題
し
て
、
金
井
副
支
部
長
が

体
験
談
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
益
央
工
業
の
島
崎
氏
、

都
丸
農
園
の
都
丸
氏
、
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
横

須
賀
氏
の
新
会
員
三
名
が
「
ち
ょ
っ

と
長
め
の
自
己
紹
介
」
を
行
い
ま
し

渋
川
吾
妻
支
部
６
月
例
会

新
会
員
歓
迎
例
会
を
開
催

新
会
員
歓
迎
例
会
を
開
催

新
会
員
歓
迎
例
会
を
開
催

た
。
参
加
者
が
驚
く
ほ
ど
誰
も
が
赤

裸
々
に
自
分
自
身
を
語
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
と
な
り
を
知
る
と
て
も
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加

の
証
と
し
て
同
友
会
の
三
つ
の
目
的

の
盾
と
バ
ッ
ジ
が
支
部
長
か
ら
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
会
場
を
移
し
て
歓
迎

会
が
行
わ
れ
、
今
日
一
日
で
お
互
い

の
距
離
が
グ
ッ
と
縮
っ
た
こ
と
を
誰

も
が
実
感
し
ま
し
た
。

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

を
行
う
㈱
遠
藤
製
作
所
・
遠
藤
氏

は
、
滋
賀
県
か
ら
群
馬
県
に
移
転
し

た
経
緯
を
説
明
。
さ
ら
に
、
滋
賀
同

友
会
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
滋
賀
で
の
同
友
会
活
動
も
紹
介

し
ま
し
た
。
在
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
㈱
グ

レ
イ
ス
・
細
田
氏
は
、
勤
め
て
い
た

老
人
ホ
ー
ム
の
働
き
方
に
疑
問
を
持

ち
、
一
念
発
起
し
ゼ
ロ
か
ら
施
設
の

立
ち
上
げ
を
行
っ
た
経
緯
を
紹
介
。

開
所
か
ら
二
ヶ
月
で
満
床
と
な
る
な

ど
、
計
画
よ
り
も
早
す
ぎ
る
展
開
に

ス
タ
ッ
フ
が
大
慌
て
と
い
う
現
状
も

報
告
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
一
人

ひ
と
り
の
報
告
を
詳
し
く
聞
き
た

い
」
と
い
う
内
容
が
多
く
、
様
々
な

業
種
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
共
有
し

た
い
と
い
う
思
い
が
見
て
取
れ
ま
し

た
。
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

コル・コーポレーション㈲
専務取締役 古越 俊介氏（高崎支部所属）

任意売却・相続相談など
　　不動産に関わる課題を解決
任意売却・相続相談など
　　不動産に関わる課題を解決
任意売却・相続相談など
　　不動産に関わる課題を解決

▼
会
社
概
要
＆
自
己
紹
介

　

高
崎
市
上
中
居
町
で
不
動
産
取
引

業
を
営
む
会
社
で
す
。
一
般
的
な
賃

貸
・
管
理
・
売
買
を
中
心
に
し
て
、

不
動
産
活
用
の
提
案
・
相
談
な
ど
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
平
成
七
年
、父
（
現
社
長
）

が
創
業
し
ま
し
た
。
社
名
の
「
コ
ル

（
Ｃ
ｏ
ｒ
）」
は
ラ
テ
ン
語
で
「
心
」

と
い
う
意
味
で
す
。
お
客
様
の
立
場

に
立
っ
た
お
手
伝
い
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
一
つ
一
つ
の
案
件
に
心
を
込
め

て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

Q 

&

      

A

別
化
戦
略
が
必
要
と
痛
切
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

お
客
様
は
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
。
相
談
の
時
点
で
は
曖
昧
で

も
、
こ
ち
ら
が
内
容
を
整
理
し
て
提

案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
自

身
が
着
地
点
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
当
社
に
任

せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
着
実
に
増
え

て
き
ま
し
た
。

▼
展
望

　

当
社
は
「
お
客
様
の
夢
を
実
現
さ

せ
る
会
社
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
客
様
が
歩

む
人
生
の
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

る
悩
み
や
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
自
分
が
代
表
と
な
る
た

め
、
事
業
承
継
に
向
け
た
準
備
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

十
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
は
、
不
動
産
業
を
通
じ

て
お
客
様
の
資
産
管
理
や

運
用
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
会

社
、
さ
ら
に
不
動
産
業
だ

け
に
捉
わ
れ
な
い
「
生

活
相
談
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
と
し
て
、
お
客
様

か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
会
社

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

私
は
在
学
中
に
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
（
現
宅
建
士
）
の
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
他
社
で
修
行
せ
ず
に
入

社
し
た
た
め
、
初
め
は
社
会
経
験
の

な
さ
か
ら
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多

か
っ
た
で
す
が
、
今
で
は
様
々
な
交

渉
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ

　

専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
「
任
意

売
却
」
や
「
相
続
相
談
」
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

任
意
売
却
と
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
が
滞
っ
て
し
ま
っ
た
物
件
を
、

債
権
者
（
金
融
機
関
等
）
の
合
意
を

得
て
売
却
す
る
手
続
き
で
す
。
当
社

は
金
融
機
関
や
弁
護
士
か
ら
の
紹
介

で
、
そ
う
し
た
物
件
の
売
買
仲
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

三
〇
〇
件
を
超
え
る
任
意
売
却
に
携

わ
り
、
債
権
者
と
の
交
渉
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
不
安
な
ご
家

族
に
対
す
る
転
居
先
の
お
手
伝
い
や

各
種
手
続
き
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

相
続
相
談
に
つ
い
て
は
、
自
社
Ｈ

Ｐ
に
「
ス
マ
ー
ト
相
続
相
談
室
」
を

開
設
す
る
な
ど
、
無
料
で
承
っ
て
い

ま
す
。
不
動
産
は
相
続
ト
ラ
ブ
ル
の

要
因
に
な
り
や
す
い
事
柄
で
す
。
そ

の
予
防
や
解
決
方
法
を
お
客
様
と
一

緒
に
考
え
、
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど

の
他
士
業
と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
公
正
証
書
遺
言
の
作

成
、
資
産
の
組
み
換
え
、
生
前
贈
与

な
ど
、
不
動
産
が
関
連
す
る
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

▼
経
緯

　

平
成
二
十
五
年
に
「
公
認
不
動
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
」
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
社
会
情
勢

の
変
化
か
ら
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

業
務
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
単
純

な
売
買
・
賃
貸
仲
介
な
ど
に
留
ま
ら

な
い
、
提
案
型
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
発
展

さ
せ
よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

人
口
が
増
え
、
右
肩
上
が
り
の
時

代
は
不
動
産
も
売
れ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
現
在
は
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
っ
か
り
と
経
済
状
況
や
時

代
背
景
な
ど
を
分
析
・
研
究
し
、
提

案
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
、
ど
の
業
界
で
も
厳
し
い
と
思
い

ま
す
。
生
き
残
る
た
め
に
自
社
の
差

所 在 地 ／ 高 崎 市 上 中 居 町 7 6 7−1
連 絡 先／ T E L 0 2 7−3 2 4−2 0 8 3
U R L／http://www.cor2083.com
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同友会のホームページで
会員検索できます。 を学ぶ」と題して、親業訓練シニアインストラク

ターの小山百合子氏が講演した。
　当日のセミナーでは、「子供がいかに育つか」で
はなく、「子供が育つ上で親がいかにかかわるか」
が重要とし、子供の気持ちを楽にしてあげる話の聞
き方、親の思いをきちんと伝える話し方、押し付け
ない解決法という親業における３つの知恵を紹介し
た。　　　　　　　　　　　　  ［７／７付ぐん経］

【中期予算計画作成システムをリリース】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱シスプラ
　財務会計ソフトメーカーの㈱シスプラ（代表取締
役・椛沢均氏／高崎支部所属）はこのほど、自社製
品「キーパー財務16」で使える新機能「中期予算計
画作成システム」と、経営者専用財務管理ツール
「キーパー経営羅針盤」をリリースした。中期予算
計画作成システムは、借入金返済可能利益などの目
標利益を登録すると、６年間の予算計画書を作成し
てくれるという機能。過去の実績値から算出するの
で、現状に則した数値が得られる点が特徴。キー
パー経営羅針盤は、キーパー財務で作成した予算を
実績と比較し、企業の現状を〝見える化〟すること
で、今後の資金繰り計画に役立てられるもの。会計
データはクラウドに保存し、キーパー経営羅針盤で
閲覧することができる。　　　  ［７／14付ぐん経］

【代表取締役社長就任】
　群馬小型運送㈱、専務取締役・川手和義氏（高崎
支部所属）は、この度、「代表取締役社長」に就任
しました。

【取締役会長就任】
　㈱光影、代表取締役・舘野秀男氏（高崎支部所
属）は、この度、「取締役会長」に就任しました。

【会員登録変更】
　上武印刷㈱、代表取締役・大谷勇二氏（高崎支部
所属）では、この度、「代表取締役・横堀孝氏」に
会員登録を変更しました。

【商店街と協力　８月にイベント】
　　　　　　　　　　　　　共愛学園前橋国際大学
　前橋市中心商店街の活性化を支援するため、共愛
学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所
属）は20日、学生が主体となるプロジェクト「共愛
学園イレブン」を始めると発表した。これまで同大
が実施してきた教育プログラムで中心的に活動して
きた学生10人程度が参加し、活動をインターネット
で発信する。
　プロジェクトは、中心市街地の活性化を目指して
活動している田中仁財団と連携。財団が開設した前
橋まちなか研究室（同市本町）を拠点に学生がアイ
デアを持ち寄る。商店街と協力して８月にイベント
を開く予定。
　大森学長は「地域に貢献する人材を育てる大学で
あることを発信したい」としている。［６／21付上毛］

【和菓子に合うコーヒー開発】　　　　　 ㈱大和屋
　和菓子製造販売の六郎（高崎市貝沢町）とコー
ヒー専門店の㈱大和屋（代表取締役・平湯正信氏／
高崎支部所属）が和菓子に合うコーヒー「六郎珈
琲」を共同開発した。すっきりとした味わいが特
徴。大和屋は「六郎」の６にちなんで、ブラジルや
インド、パプアニューギニアなどの６種類の豆をブ
レンド。同社の平湯常務は「和菓子に合うよう、軽
めの味わいにした」と工夫を話す。
　ＮＴＴグループのテルウェル東日本が運営するオ
ンラインショップ「テルウェルｅすと」でも８月か
ら、六郎珈琲をようかんなどとセットで販売する予
定だ。　　　　　　　　　　　　  ［７／１付上毛］

【親子のコミュニケーション学ぶ】　 ㈱メモリード
　冠婚葬祭を手掛ける㈱メモリード（副参事・戸塚
邦夫氏／前橋支部所属）は６月23日、ロイヤルチェ
スター前橋で「親業セミナー」を開いた。「対人関
係を円滑にするコミュニケーションの具体的な方法

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

関東防災工業株式会社
消防設備・電気設備・PDCE避雷針のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）251-3535
■安中営業所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）385-5261
■東毛営業所　〒370-0514　群馬県邑楽郡大泉町朝日5-8-21
　　　　　　　　　　　　   TEL（0276）55-3770
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企業名・役職・氏名・生年・所在地・電話・FAX・業務内容・趣味・紹介者

〒370-2341　富岡市下黒岩856

　弊社では自動車部品をメインに旋盤、マシニン
グだけでなく、ブローチ盤によるセレーション加
工まで行っております。今回の入会を機にいろん
な事を学ばせて頂きたいと思います。どうぞ宜し
くお願い申し上げます。

ＴＥＬ：0274-62-2566

FAX ：0274−62−2540
自動車部品製造

【紹介者／田村徳良】
食べること

高
崎
支
部

富岡大金工業㈱

常務取締役
大　塚　功　二

S52年生

〒370-0068　高崎市昭和町53

　昨年の４月に学長に就任いたしました。地域社会
の教育機関として、地域企業の方たちと連携させて
いただき、地域に貢献できる人材育成に努めていき
たいと考えています。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

ＴＥＬ：027-326-1155

FAX ：027−324−1444
短期大学、教育

【紹介者／事務局】
高
崎
支
部

新島学園短期大学

学　長
岩　田　雅　明

S26年生

〒370-2324　富岡市南後箇916

　当社は、金属切削加工を通じて、お客様「ああし
たい」「こうしたい」を、より良い形で実現します。
弊社の経験と、技術と、提案で、お客様と「お互い
に利益を出す」ことを目標にしています。お客様に
「ありがとう」と言っていただける会社を目指してい
ます。会員の皆さまとの情報交換を積極的に行い、
より良い会社にして行きたいと思っております。

ＴＥＬ：0274-63-3593

FAX ：0274−64−4714
マシニング加工を主とした試作、単品、小ロットの加工を得意としています。

【紹介者／田村徳良】
高
崎
支
部

㈲マルニ精機

専務取締役
関　口　貴　志

S44年生

〒379-2192  前橋市小屋原町1154-4

　本学には約1000名の学生が在籍しており、その
85％は群馬県出身、約70％は群馬県内に就職させ
ていただきます。地域から人材をお預かりし、地
域にお返しをすることが本学の使命です。皆様と
一緒に地域人材育成に取り組んで参りたく思って
おります。何卒よろしくお願い申し上げます。

ＴＥＬ：027-266-7575

FAX ：027−266−7576
教育・研究

【紹介者／事務局】
ヘミングウェイ研究

前
橋
支
部

共愛学園前橋国際大学

学　長
大　森　昭　生

S43年生

〒370-0073　高崎市緑町2-2-3

　高崎・伊勢崎市でアロマテラピー、メディカル
ハーブ認定校と関連商品販売を行っております。
新たな発想を生み出すのも、やはり健康から。
QOLを向上させて、たくさんの皆さまとの交流を
充実させていきたいと思います。

ＴＥＬ：027-365-3016

FAX ：027−365−3016
アロマテラピー、ハーブ販売、スクール

【紹介者／田村徳良】
森林セラピー、野菜料理高

崎
支
部

㈱さくらオフィス

取締役
浅　井　明　美

S39年生

〒371-0831  前橋市小相木町772-3

　前橋で結婚式・披露宴事業を行っています株式
会社五洲園（アメイジンググレイス）の萩原と申
します。一緒に学ばさせていただき成長していき
たいと思いますので今後ともよろしくお願いいた
します。

ＴＥＬ：027-210-7722

FAX ：027−210−7723
結婚式場

【紹介者／澤浦彰治】
前
橋
支
部

㈱五洲園（アメイジング グレイス前橋）

取締役専務
萩　原　隆　史

S55年生

第３回

開
催
に
合
流
し
て
開
催
さ
れ
た
役
員

研
修
会
の
報
告
と
総
括
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

②
第
二
回
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の
参
加
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

③
九
月
に
石
川
で
開
催
さ
れ
る
青
年

経
営
者
全
国
交
流
会
の
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

　

島
山
研
究
集
会
実
行
委
員
長
よ

り
、
経
営
研
究
集
会
の
概
要
が
決
ま

り
チ
ラ
シ
作
成
に
入
る
旨
の
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
六

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
支
部
設
立
に
向
け
て
、

紹
介
依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項
（
意
見
交
換
）

１
．
意
見
交
換

　

Ｅ
Ｕ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
各
社
の
状
況
を

確
認
し
合
い
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
四
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
時
：
八
月
二
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

日
時　

七
月
五
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
澤
浦
、
田
村
、
提

箸
、相
沢
、常
任
理
事
／
丹
羽
、平
岩
、

島
山
、
榎
原
、
岡
田
、
清
塚
、
理
事

／
海
老
沼
、
遠
山
、
丸
橋
、
諏
訪
、

布
施
、
笠
原
、
植
杉
、
金
井
、
事
務

局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員

計
十
八
名
）

【
議　

事
】

　

研
究
集
会
実
行
委
員
長
の
島
山
氏

が
議
長
を
つ
と
め
、
澤
浦
代
表
理
事

挨
拶
の
も
と
、
第
三
回
理
事
会
を
開

会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
来
年
群
馬
で
開
催

す
る
「
関
東
甲
信
越
青
年
経
営
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
日
が
三
月

十
八
日
（
土
）
に
決
ま
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
支
部
設
立
に
向
け
て
準

備
会
が
動
き
出
し
た
こ
と
な
ど
が
田

村
副
代
表
理
事
兼
仲
間
づ
く
り
委
員

長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
関
東
甲
信
越
代
表
者
会
議
の
群
馬


